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私たちがあの震災を忘れないために、また
忘れない仲間を増やすために、自分たちの
日頃の災害への備えを確認するために、今年
も３月１１日（土）に街頭募金活動を実施します。
被災地では、復興に向けて様々な活動が
行われている一方、今なお仮設住宅で暮らす
方々がいらっしゃいます。また慣れ親しんだ風景
を失い、共に暮らした仲間と離れ、災害復興公営
住宅で新たな生活を始めている方もいらっしゃい
ます。昨年は５４団体４６１名のボランティアが
集まり募金を呼びかけ、お預かりした募金は
仮設住宅等にお花を贈る「被災地花いっぱい
運動」に役立てました。あの日から６年。私たち
の思いを一つにしませんか？
ぜひご参加をお願いします。

　　　　　１０：００～１２：００（９：３０受付開始）
横浜市健康福祉総合センター ４階（横浜市中区桜木町１－１）
桜木町駅周辺 他
中区ボランティアセンターへ電話またはＦＡＸで
電話：６８１－６６６４／ＦＡＸ：６４１－６０７８
２月２４日（金）
・初めて参加される方は事前にボランティアセンターへの登録が
必要となります。
・天候等の影響で、終了時間等が変更となる場合があります。

東日本大震災復興支援
集え、311 人 !! ～私たちは 3.11を忘れない～

「被災地花いっぱい運動」
　　　　　街頭募金
「被災地花いっぱい運動」
　　　　　街頭募金
集　  合

活動場所

申 込 み

申込み締切

3/11土

北方町、小港町、諏訪町、千代崎町、本牧十ニ天、
山手町の一部第４地区北部地区社協

第４地区北部では、「このまちが、ここで育った子どもたちのふる
さとになる。大人になって出て行っても、戻ってきたいと思ってほし
い」と、次世代を育む取り組みに力を入れています。
その一つが、子育てサロンひだまりです。「日頃子育てに追われ

ているお母さんたちが、ホッと息をつける場にしたい」との思いか
ら、主任児童委員さんが中心となり月１回開催しています（第１月曜
10：00～１２：00）。地域の担い手さんが見守る中、お母さん同士
でおしゃべりをしたり子どもたちが遊んだり。時には、子どもの歯磨きや幼児救急法について等勉強会を行うこともあります。
アソカ幼稚園のお部屋を借りて開催していますが、昨年９月に完成した北方町１丁目町内会館も使用できることとなりました。
赤ちゃんでも安心して使えるようにと、２階が畳敷きになっているため、お母さんたちにも好評です。
参加者が増え、担い手さんが足りなくなった時には、「これは子どもたちのための大切な取り組みだから」と各町内会で会

長さんを通じ協力者を募りました。このような声かけができるのも、様々な団体が所属する地区社協の強みです。

合言葉は「こどもたちの『ふるさと』になるまち」



上記内容の会場・集合場所及びお問い合わせ・お申込み。
その他ボランティアに関心のある方・・・

中区ボランティアセンター
TEL：045－681－6664／FAX：045－641－6078
Email ： volunteer@nakasha.net

中区山下町２産業貿易センタービル４階
中区福祉保健活動拠点なかふく

毎月第２・第４火曜日
15:00～20:00（食事は17：00～）
大人：300円／
子ども：（高校生まで）上限100円（カンパ制）

毎月第３か第4木曜日
（変更の場合あり。事前に要問合せ）
１６:00～１９:00（食事は17:00～）
大人：300円／子ども：（大学生まで）100円

毎月第２・第４水曜日
17:00～19:00
お客様が決めた金額（０円
も含む）を募金箱へ

対象は、子ども・付添いの大人
中華レストランの定休日に
開催（いつもと同じ雰囲気）
調理はプロの料理人

毎月第４月曜日16:00～19:00
（食事は17:00～）
大人：300円／子ども：100円

フェイスブックやってます。
近隣の商店街からもご協力
いただいています。
対象はどなたでも

メニューは「おうちのカレー」
対象は、子ども・付添いの大人
楽しくみんなで過ごしましょう！

対象は、子ども・付添いの大人
スタッフは、日本語・韓国語・
中国語対応可能

障害児・者のガイドボランティア講座

「障害児・者の外出のボランティアをしてみたい」
「どんなふうに接したらいいのかな？」・・・ 音声訳の基礎

中区ボランティア入門講座

外出時の付き添いやお手伝いをするガイドボランティア
について学ぶ講座です。
初めての方でも安心して受講いただける内容です。
ボランティアや見守りに興味のある方、ぜひご参加ください！

視覚障害者への支援技術の一つ、「音声訳」
に必要な知識と技術を実際に声を出しなが
ら基礎から学びます。
講座終了時に今後のボランティア活動の
ご案内もあります。
興味のある方、ぜひご参加ください！

◆開催日時 (３回連続講座)
①講義・見学編「学校にいってみよう！」
日時：平成２９年２月２日（木）13：１５～１５：30
会場：聖坂養護学校（＊参加者には事前に集合場所をご連絡します。）
内容：知的障害等の理解・関わり方についてのお話と学校（下校風景）見学
講師：聖坂養護学校　副校長　藤森　茂先生

②体験編「ボランティア体験してみよう！」
日時：平成２９年2月９日（木）、１４日（火）、２３日（木）のいずれか１日

１４：00～１６：00
会場：放課後等デイこんぴす(＊参加者には事前に集合場所をご連絡します。）
内容：障害児へのボランティア体験

③ふりかえり編「感じたこと、不安なことをみんなで話し合ってみよう」
日時：平成２９年3月2日（木）10：00～12：00
場所：中区福祉保健活動拠点なかふく　多目的研修室
内容：ガイドボランティアさんのお話、講座のふりかえり等

◆参加対象　障害児者の外出・余暇支援・見守りなどに関心のある１８才以上の方
◆定　　員　20名（先着順）
◆参 加 費　無料
◆申込締切　平成２９年1月３１日（火）

◆開催日時 (３回連続講座)
１月２６日・２月２日・２月９日（全木曜日）
１０：００～１２：００
◆会　場　中区福祉保健活動拠点 なかふく
　　　　　多目的研修室
◆参加費　３００円

（当日受付にてお支払ください。）
◆参加対象　ボランティア活動に関心のある方
◆定　員　２０名（先着順）

最近話題の「こども食堂」…。私たちのまちにもあるのかな？
中区内のこども食堂をご紹介します。
ニュースでは子どもの貧困対策とか聞きますが、おじゃましてみると「子どもの
孤食をなくしたい」「食堂をきっかけにコミュニティや見守りができるといい」と
いうのが皆さんの思いでした。おいしいご飯を食べに行ってみませんか？
子どもは誰でも大歓迎です！気楽に来て、楽しんでね♪

満福（まんぷく）
　　  うえのまち食堂

みなとこども食堂

横浜中華街キッズレストラン
　　 笑福（しょうふく）

ほっこりこども食堂

名　称 食堂の会場と問合せ先 PR、特徴いつやってるの？値段は？

横浜市中区上野町2-53
「横浜上野町教会・シャローム館」内
☎ 090-8376-6959（青木）

横浜市中区不老町3-15-2
「不老町地域ケアプラザ」３階
E-mail： msrieko_3911_12@docomo.ne.jp（やなだ）

横浜市中区山下町128
☎ 045-663-0079 （リンダ（日本語・中国語））

横浜市中区不老町3-15-2
「不老町地域ケアプラザ」３階
E-mail： emikoshimada@hotmail.co.jp（しまだ）

中区内の「こども食堂」

※FAXでお申込みの場合は、到着確認をお願いします。

てみると「子どもの


